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	R8.5.13(水) 年長組　保育ドキュメンテーション
	ハチだ～！！！
	園庭やポンポコ山にはたくさんのシロツメクサやクローバーが咲き誇っています。そこへやってきたミツバチ。 子ども達は「せんせ～い！蜂がいたよ～！！」「怖い～」 「先生、見に来て～」と言われていってみると… そこで思いがけない気づきがあったのです。
	このハチ、シロツメクサの蜜吸ってるんじゃない？
	あれ、動いた！別のシロツメクサにとまったよ
	なんとたくさんある花の中でシロツメクサだけを行き来していたのです。
	ねえ、シロツメクサの蜜吸って無くなったから別のシロツメクサに移動したんじゃない？
	なるほど～☆


	今度は、ポンポコ山で蜂を発見！
	この蜂は、黄色い花（カタバミ）に ばっかり移動してるよ
	このことをお集まりでみんなに報告！すると 「蜂も好きな蜜の味があるのかな～？」と。 嫌われ者の蜂だけどこうして生態を知ることで、ちょっぴりだけ好きな虫の仲間入りをしてくれ たらいいですね。

	色水の中に・・・！？

	ハチだ～！！！
	数日前に花びらで作った色水。 何気に中を見たMちゃんは
	蜂が溺れてる！！2匹も！
	なんと、ドリンクカップと お薬ボトルにそれぞれ１匹ずつ 蜂が生きたまま入っていたのです。
	早く出してあげないと死んじゃうよ∼💦


	そんな優しい言葉をかけてくれたYくん。でも 一体どうやって救出したらいいのでしょう？
	それにしても、何で色水の中に蜂が入ったのでしょう？それも２匹、 同じ種類！？子ども達の答えは… 「色水がきれいでジュースと間違ったんじゃない？」だそうですよ(^^♪）



